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研究分野：幾何学 
科研費の分科・細目：幾何学４０２ 
キーワード：リー群 分類空間 Ｋ理論  
写像空間 ゲージ群 高次のホモトピー結

合性 自由ループ空間 自己ホモトピー群 
 
１．研究計画の概要 
 代数的位相幾何学の中でもリー群の位相
的研究、無限次元りー群（自由ループ群、ゲ
ージ群など）のホモトピー論的研究,非安定
Ｋ理論の研究とその応用を通じて様々な位
相幾何学の問題を考える。 
 
２．研究の進捗状況 

 今年度までは代数的位相幾何学についての

次のテーマについて主に研究を実施した。 

（１）エタールホモトピー論を用いた単連結

でないコンパクト連結単純リー群の局所化の

分解 

（２）非安定Ｋ理論を用いた自己ホモトピー

群の局所化の可換性の研究  

（３）（２）の応用としてのコンパクトリー

群のSamelson積の研究 

（４）写像空間のトポロジーとゲージ群のホ

モトピー論的研究 

（５）捩れた自由ループ空間のコホモロジー

特に自由ループ群の分類空間のコホモロジー

の決定の研究とfibrewize homotopy論 
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テーマ１については単連結の場合と同様の分

解ができることを証明した。その結果として

リー群では実現できない単連結でないHopf空

間を構成することができた。 

テーマ２とテーマ３については代表者と連携

研究者濱中裕明氏が共同で定義した日安定Ｋ

理論の研究とその応用について,コンパクト

単連結単純リー群の自己ホモトピー群の局所

化がいつ可換かどの程度ベキ零かという問題

を考え例外群を含む多くの場合を解決した。 

テーマ４についてはゲージ群の分類空間をあ

る種の写像空間ととらえそのホモトピー型を

研究し群が小さい場合について重要な分類問

題を解決した。この応用としてゲージ群の局

所化の高次のホモトピー結合性をもつHopf空

間としての分解の可能性についても成果を得

た。 

テーマ５については捩れた自由ループ空間の

コホモロジーについて懸垂写像の定義の一般

化し、それを用いて自由ループ群の分類空間

のコホモロジーを決定した。 
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３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に発展している 
理由：昨年度までに計画していた代数的位相 
幾何学の問題をほとんど解決し、それ以外に
も非安定Ｋ理論につてはその一般論につい 
ても大きな進捗があり、多数の論文を発表し
た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 本研究課題については最終年度であり研
究計画の通り、これまで得られた代数的位相
幾何学の成果を位相幾何学の様々な問題に
応用する。特に捩れたＫ理論や String 
Topology への応用を考える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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